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初等教育課程における重要な教材植物

は　じ　め　に

愛知教育大学技術科教室　市　橋　正　一

　教師が必要とする知識の種類に関しては種々の論議がある。実際に子供を教えた経験の

ない筆者は，教師には子供に関する深い知識が必要であるということは理解できても実感

することはできない。しかし，大学における専門の講義の経験からも，教えるためには教

材に対する深い認識が必要であることは実感される。教材に対する深い認識の有無は，大

学では教材に対する制約が少ないため，あまり大きな問題にはならなかったり，また教師

の中だけの問題としてとどまることが多い。しかし，義務教育課程の場合，これが教育の

結果に対する責任という型で具体的に要求されることとなる。

　中内は教育目標を効果的に達成するための言語的素材を教材，非言語的素材を教具と定

　　　１）義した。この定義にしたがえば，本論で問題にしようとする教科書の植物は教材を構成す

る一要素，そして個々に該当する植物自体は教具と考えることができる。しかし，本論で

は教具を含めた広い意味で教材という言葉を用いた。教材を構成する要素としての植物の

役割は教科の性質により異なる。すなわち，理科では植物自体が教育目標となる場合があ

り，教材として植物自体が取り上げられる。社会科，技術・家庭科では目標を達成するた

めの重要な要素とはなるが，植物自体が目標とはならない。また，国語科あるいはその他

の教科においては，植物は教材を構成する要素ではあっても植物である必然性は少なく，

他のものとの置換も可能である。教科によるこのような違いはあるが，実際の教育の場で

はそれは捨象される。なぜなら，現在の小学校教師の現状は専科制ではない。さらに，中

学校教師においても，現実的には小学校で教えることの出来る資質が要求されている。し

たがって，教員の資質としては，最低限最小公倍数としての広い知識が要求される。その

ためには，教員養成における教育内容にも何らかの配慮がなされなければならない。

　愛知教育大学では学内措置で旧農場施設を利用して自然観察実習園を設けている。その

目的のひのつは，教材植物の収集とその教育的利用にある。筆者はこの園の運営に携わっ

てきた。そして，教員養成大学における自然観察実習園の任務として，前記のような目的

は妥当であると考える。そして，環境を形成する自然の緑が減少する中でその役割は増々

重要になってきている。しかし，この施設を有効に利用するためには，実際にどのような

植物を収集するかが重要な問題である。より多くの植物の収集を目的とするものとしては，

社会教育，一般教育を目的とする各種植物園があり，単により多くの植物を知るにはこの
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ような既存の施設を利用するのが効果的であろう。一教育大学において，多くの植物を収

集するには限界もあり，無制限に植物を収集するのではなく，その有効な利用も考えた上

で，何らかの目標にしたがった収集が必要である。

　我々は意識している場合は少ないが，日々多くの植物に接したり，あるいはそれらの名

前を見る機会は多い。屋外の緑，食物，鉢植え，新聞，雑誌等それはかなりの数となろう。

また，主要な教材である教科書の中にも多くの植物の名前が見られる。しかし，たとえば

アワ，ヒエあるいは小麦，大麦と聞いて，学生あるいは若い教師を含めてそのうちのどれ

だけが実物を思いうかべることができるであろうか。また，畑のキャベツとハクサイ，ダ

イコンとカブの区別はつくであろうか。筆者の経験からは極めて悲観的にならざるを得な

い。これらの植物が含まれた教材を正しく理解するためには，植物に対する正しい認識が

要求される。そのためには，「百聞は一見に如かず」のことわざどおり，まず実物を見る

ことが最も有効な方法であると考えられる。さらに，植物に関する系統的な学習，あるい

は作物を実際に自分で栽培してみることによって，より深い理解が得られる。

　本論の目的は，教師あるいは教師となるべきものがまず知らなければならない，教材と

して重要な植物の種類を明らかにし，さらに，それらを収集育成するための資料とするこ

とである。

調査の方法

　第１表に示した小学校課程の各教科書（52年度版）ごとに，１学年から６学年までを通

じ，出現する植物名の種類を調査した。ひとつの教科書におけるある特定の植物の出現ひ

ん度は種類によって異なるが，その多少は考慮せずに，一回以上出現したものはすべて同

一にあつかった。そして，各植物の全教科書を通じての出現ひん度をかぞえた。したがっ

て，出現ひん度の最高は12回となる。また，植物の種類を便宜的な方法で分類し，その内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　　　　　　　　　　3）容について調べた。分類の方法は’「農学大辞典」，「園芸植物図鑑」にしたがった。さら

　　　　　　　　　　4）　　　　　　　　　　　　　　5）に，「教育基本語彙」および「文類語彙表」に記載された植物の数と種類も調査した。

　植物名は原則として，使用されている用語から種が確定あるいはほぼ類推できる場合に

記録した。植物を示す単語が抽象的であったり，一群の植物を示す場合は植物名としては

数えなかった（例：マメ，イモ，スゲ，カヤ，キノコ等）。ただし，アカマツ，クロマツ，

マツはマツとして，またタケはタケとして記録した。同義語は最も理解しやすいと思われ

る単語で記録した（例：米;水稲;陸稲－イネ，トウナス；ナンキンーカボチヤ，バレイ

ショージャガイモ等）。

結果と考察

　各教科書および「教育基本語彙」「文類語彙表」に出現する植物は第２表にまとめた。

出現植物数は教科書間で多少差はあるが，国語，社会で多く，次に理科，音楽，家庭，算

数の順となった。国語あるいは社会の場合，植物は教科において第一義的なものではない。
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第１表　各調査資料の植物総数とその内容

調　査　資　料

新　し　い　国　語（東京書籍）

小　学　新　国　語（光村図書）

考える社会科（中教出版）

小　学　社　会（大坂書籍）

新　し　い　社　会（東京書籍）

新　　　理　　　科（大日本図書）

新　し　い　理　科（東京書籍）

理　　　　　　　科（教育出版）

新　し　い　家　庭（東京書籍）

精選小学生の音楽（音楽友社）

音　　　　　　楽（教育出版）

新　　　算　　　数（啓　林　館）

教育基本語彙

分　類　語　彙　表

植物の　　　　植物の内容※（％）

総　数園芸作物　作物　　樹木　その他

　　　※　野菜，花き，低木花木類を園芸作物，食用作物，工芸作物，飼料作物を作物，果樹，

　　　　　高木花木，その他の樹木類を樹木，それ以外のものをその他とした。

したがって，これらに関する関心はともすれば希薄となる可能性が大である。しかし，本

来の教育目標を達成する上で，これらが多くの重要な役割をになっていることを認識する

必要があろう。

　出現ひん度の最も多いのはリンゴ（12回）であり，次にジャガイモ（11回），イネ，サ

クラ，マツ（10回），カキ，キャベツ，ダイコン，モモ（９回）などである。出現ひん度

が教材植物としての重要さを示す指標であるとすれば，重要な教材植物とは身近かな植物

であると言うことができよう。したがって，身近かなものの多い園芸植物が教材植物に占

める割合が多くなっているのであろう。同様な傾向は「教育基本語彙」「文類語彙表」に

おいても認められた。

　調査したすべての教科書における植物の総数は266種となった。そのうち「教育基本語

彙」と共通なものは149種，「分類語彙表」と共通なものは162種となった。また「教育

基本語彙」と「分類語彙表」に共通なものは186種，さらに３者に共通するものは144種

となった。「教育基本語彙」の植物は，専門家により選定されたものであり，また「文類

語彙表」は雑誌中の出現ひん度による選定によって作制されたが，資料として「教育基本

語彙」も利用されており，その結果はお互いによく一致している。有識者あるいは雑誌か

らの結果がより常識的，あるいは一般的なものと考えるなら，教科書の植物は多少はずれ
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たものとなっている。教科書の植物のいくつかは他の植物あるいはそれ以外のものに変化

する性質のものであること，あるいは新教育課程における教科書の改訂を考えるなら，固

定的に考える必要はないかもしれない。しかし，教科書に出現しない植物にも重要と考え

られるものがあり，第２表の植物すべて( 316種）が教材植物として比較的重要な植物の

母集団と考えるのが適当であろう。

　本調査で明らかになった植物が教材植物として重要なものと考えるなら，教材植物の多

くの物は栽培植物であり，身近かなものである。そして，実際に毎日の生活の中で多かれ

少なかれそのうちのいくつかとは接している。しかし，残念ながら普通にはそれを認識せ

ずに終る場合が多い。もし，すべての教師がこれらの機会を教育の場で有効に利用できる

なら，教育効果の増大は小さくはないであろう。したがって今後教材植物を正しく認識し，

有効に利用できる教師の養成に，自然観察園は必要不可欠のものとして大きな役割を荷な

うことになろう。そのためには，教材植物の充実とともに，さらにその有効な利用方法に

ついても考えなければならない。

　　　　　　　　　　　　　第２表　比較的重要な教材植物
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※　重要度は次のような意味で用いられた。

　　教科書:12の教科書における出現ひん度数。

　　教育基本語彙：学習させることが望ましい学年，Ａ；小学校１～３年，Ｂ；小学校４

　～６年，Ｃ；中学校１～３年とその重要度;　１＞２＞３＞４。

　　文類語彙表：Ｏ；使用ひん度の高いもの，○;特に使用ひん度の高いもの。

　　一;各資料に記載されないもの。

お　わ　り　に

　この調査は，自然観察実習園を整備充実するための資料を得るためになされた。しかし，

この結果はさらに，各教科における教育のための基礎資料として，あるいは校内緑化のた

めの資料としても有効であろう。もし一人でも多くの人が，この資料を活用されるなら，

それは筆者にとって望外の喜こびである。
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